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日本博を契機とした障害者の文化芸術フェスティバルを終えて  

 新年おめでとうございます。 

 日頃はさやかグループへのご理解、ご支援誠にありがとうございます。 

 一昨年2月に発生した新型コロナウイルスは、日本においては落ち着きをみせておりますが、

今なお世界を震撼させている現状にあり、新たに発見されたオミクロン株の感染拡大を心配し

ながら新年を迎えました。 

 清心会さやかグループでは引き続き、利用者、職員の安心、安全を第一に感染防止対策を徹

底して行うよう努力して参ります。 

 さて、昨年10月30日を皮切りに秩父をメイン会場に開催された文化庁主催「日本博を契機

とした障害者の文化芸術フェスティバルin関東・甲信ブロック」は、当法人が事務局を担い、市

民会館においてはダンスチーム、ハンドルズライブ、ダウン症協会ファッションショー、バリ

アフリー演劇、映画祭、フィルムコンサート、農福食プロジェクトなどが行われ、横瀬芦ヶ久

保会場ではアールブリュット展と盛り沢山のイベントを実施することが出来ました。 

 コロナ禍にあって、久方ぶりの大きな行事でしたが、様々な制限がある中、法人がこれまで

培ってきた経験を発揮するとともに、利用者、職員がそれぞれに達成感を味わい、大盛況のう

ちに終了、文化庁はじめ、各方面から好評をいただきました。 

 新年、令和4年は昨年来検討を続けている施設建て替えに関わる諸事業、さらにはさやか開設

40周年記念事業準備など、法人にとって大きな節目の年になります。 

 引き続きご理解とご支援の程よろしくお願い申し上げます。 

社会福祉法人 清心会  

理事長 村山 勇治

 昨年１０月に社会福祉法人昴様から、キッチンカーを譲

渡していただきました。 

 まだ、新たなラッピングも仕上がっておらず、完全な形

で活用できておりませんが、昨年１１月に開催された「さ

やかのつどい」では、ふらわあ事業所にて、キッチンカー

による模擬店を行いました。利用者の皆さんもいくばくか

お祭りの雰囲気が味わえたのではないでしょうか。 

 今後は、キッチンカーでの調理まで行えるよう整備し、

その後販売ができるようにする予定です。食品販売部門の

さらなる発展に繋がっていければと思っています。              

ふらわあ事業所 新井 勇希  ※イメージです。  

キッチンカーを譲渡していただきました 



「世界に一つだけのパンコンテスト２０２１」が、昨年１０月７日に、秩父エフエム2周年企画の一環で行わ

れました。同局で食べてみたいパンについて一般募集を行い、８７通の中からぽっぽ賞３名、ラパンノワールく

ろうさぎのうさぎ賞３名の選考がありました。 

それを受けて､１１月１７日にぽっぽ賞受賞者3名をお招きし、横瀬本店にて表彰式を行いました。実際に次の

３つのパンを作り、各応募者に差し上げています。なお、横瀬本店にて期間限定･数量限定で販売されています。 

 

 

★ 店 舗 ★ 
● ぽっぽ横瀬本店 

（営業時間：10:30～16:00/定休日：土・日・祭日） 

〒368-0072 秩父郡横瀬町横瀬4299-1 ☎0494-26-6613 

● ぽっぽのお店 ばらーど 

（営業時間：１０:00～16:00/定休日：土・日・祭日） 

〒368-0044 秩父市本町7-4 ☎0494-25-3100 

 

秩父黄金かぼすのクリームパン 

● ぽっぽ長瀞店 

（営業時間：10:30～17:00/定休日：土・日・祭日） 

〒369-1305 秩父郡長瀞町長瀞59 ☎0494-69-2880 

 

※本記事でご紹介のパンは、横瀬本店のみの限定販売
となります。お間違えのないようにご注意ください。 

「世界に一つだけのパンコンテスト２０２１ 」結果発表！！ 

野村君のパン 1袋6個入り ￥35０ 

 

記事担当：さやかワークセンター事業所 黒澤 秀一 

販売期間：1月11日～14日 

ようばけパン あおむしちぎりぱん 

販売期間：１月１８日～２１日 販売期間：１月２５日～２８日 

「野村くんのパン 」横瀬本店にて絶賛販売中です！！ 

今年度、秩父特別支援学校卒業後、さやかワークセンターに通

所を開始した野村宜永さん。学校時代からパン作りに興味があり、

パン屋がある清心会の「ぽっぽ」に入っていただきました。 

パン職人と何度も相談を重ね、第一弾として食事パン（ディ

ナーロール）を昨年１１月２４日クリスマスフェアに合わせ販売を

始めました。計量、仕込み、成型、焼成とすべての工程を本人の意

思を尊重して、毎日製造にいそしんでいただいています。 

毎日１１時頃に焼き上がります。 

是非食べてみてください！ 

２月には第2弾の商品を計画していますので、

楽しみにしていてください。 



〒368-0004 埼玉県秩父市山田1199-2 TEL0494-24-9951 FAX0494-26-7339 E-mail info-sayaka@sayaka.or.jp 
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 寒冷の候、皆様方におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。かなり厳しい寒さとなっておりますので、どうぞご自愛
いただければと思います。 

 本号は、昨年１０月末に開催した日本博を契機とした障害者の文化芸術フェスティバルの写真を表紙に飾らせていただき
ました。このような全国的イベントまで開催できるようになり、感慨もひとしおです。今後も、芸術活動には法人あげて取
り組みますので、ご支援よろしくお願い申し上げます。  

さやかサポートセンター 原 真澄 

＝編集後記＝   

 毎年の恒例行事であります『さかやのつどい』  

 今年度は、各事業所での開催となりました。各事

業所で特色を活かし趣向を凝らした、それぞれの

｢さやかのつどい｣を行いました。その中のイベント

として、全事業所をオンラインで繋いでの『オンラ

イン福引き大会』を行いました。 

 普段あまり会うことのない利用者さん同士がオン

ラインを通して繋がり、久々の再会や事業所間の交

流もあり、多いに盛り上がりました。皆さん、画面

に釘付けとなり、ドキドキしながら抽選の声に耳を

傾けました。初めての取り組みでしたが、利用者の

皆さんの一喜一憂する表情が見られ、楽しい催しと

なりました。  

ふらわあ事業所 小泉 薫 

 １１月１５日から5日間にわたり、さやか本部棟でさやかたかしの合同アート展、

通称さやたかアート展が開かれました。 

 利用者の皆様が、内に眠る創作意欲を存分に発揮した珠玉の作品の数々が所狭し

と並んでいました。作品も絵画といったオーソドックスなものから、身の回りのも

のを利用した常識にとらわれないあっと驚くものまで多岐に渡っていました。 

 支援員や一般の方だけではなく、利用者もアート展を楽

しんでいたようでした。中には一年近くの長い時間をか

け、大作を作り上げた方もいて、自分の作った作品を感慨

深そうに熱心に見つめていました。 

 また､自分の作品を人に褒められ､さらなる創作意欲が湧いてきた方もいました。 

 創作活動というのは誰もが平等に行えます。日頃、自分の思いをうまく伝えられ

ない方の表現の場になれば、どんなに素晴らしいことでしょう。 

さやか事業所 石川 裕一 

さやたかアート展を開催しました！！ 


